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図１．関東山地の調査地域
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図２ 調査地域における１２３集落の分布位置（1980年）



東京都檜原村への調査 延べ１２日

１９７５年７月１５日数馬

１９７９年８月８日小岩、１１月２３日。

１９８７年３月２７日、５月１４日

１９９０年６月２６日、１０月２０－２１日

１９９１年１２月２５日－２７日

２０００年９月２５日、11月２５日

収集系統

アワ１系統、キビ1系統、ヒエ2系統（ヒエ1系統
以外は古くて発芽せず。）



コンヤク、山ウド、トウモロコシの
栽培、炭焼き窯（1975年７月15日）



ジュズダマと最後の遺存品種個体のヒエ（2000年
11月25日）



財団法人森とむらの会の主要会員の檜原村訪問（1990年10月）



雑穀の種類とその特徴



アワの穂型（手前がB、奥がC）



30年前栽培のアワの発芽



キビの在来品種の系統保存



ヒエと擬態雑草



モロコシの在来品種



シコクビエの在来品種



ハトムギの在来品種



75年前の穀物栽培 間違い、シコク
ビエか？



1975年における西原および近隣町村の穀物栽培

水稲 陸稲 オオムギ コムギ 雑穀

総戸数
専業戸数
％

西原村 279 14 74 1294 0.7 14.7 10.4 15.4 27.2 0.25
3.7 0.0 1.4 1.4 1.4 1.4

棡原村 379 30 120 786 18.3 6.1 10.6 38.5 20.8 0.12
7.9 1.7 0.8 1.7 8.3 1.7

上野原町 356 19 104 290 66.2 10.4 3.9 20.8 18.0 0.03
5.3 31.7 1.9 0.0 3.9 1.0

小菅村 207 11 62 1853 5.8 - 1.9 0.5 1.4 0.0
5.3 3.2 - 0.0 0.0 0.0

丹波山村 163 5 31 489 - - - - 25.2 1.0
3.1 - - - - 3.2

七保村 602 27 179 1200 22.6 1.8 0.3 3.0 7.0 0.06
4.5 8.4 0.6 0.0 0.6 0.6

藤野町 851 29 296 2450 10.3 19.9 3.3 33.0 51.5 0.16
3.4 3.0 3.0 0.7 6.1 2.4

佐野川村 185 7 65 440 4.3 6.5 6.5 34.1 56.2 0.22
3.8 1.5 0.0 1.5 7.7 3.1

檜原村 527 20 106 2347 0.4 1.1 3.4 4.0 61.3 0.8
3.8 0.0 0.0 0.9 0.9 7.5

奥多摩町 431 20 70 2680 0.2 1.2 1.4 8.4 38.5 0.75
4.6 0.0 0.0 0.0 1.4 4.3

小河内村 52 5 15 563 - - - 3.8 46.2 1.0
9.6 - - - 0.0 6.7

農家数
経営耕地
面積ha

保有山林
面積ha

収穫農家率%／収穫面積率%

雑穀収穫
面積／穀
類総収穫
面積



関東山地中部地域の雑穀栽培農家数（1978年～1979年）





北方から伝播したキビ在来品
種（北海道平取町）

山村農家に保存され
ている多様な穀物の
在来品種の種子

（山梨県上野原町）







30年前の穀物栽培



図３ アワを栽培する集落の分布の推移
モチアワ栽培集落；▲1980，●2000，■1980/2000： メシアワ栽培集落；△1980，
○2000，□1980/2000
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図４ キビおよびモロコシを栽培する集落の分布の推移
キビ栽培集落；▲1980，●2000,■1980/2000：モロコシ栽培集落；
△1980,○2000,□1980/2000
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図５ ヒエおよびシコクビエを栽培する集落の分布の推移
ヒエ栽培集落；▲1980,●2000,■1980/2000：シコクビエ栽培集落；
△1980,○2000,□1980/2000



関東山地中部における穀物調理材料の残存

メシ モチ カユ ダンゴ オコワ マンジュウ
奥多摩町 1.0 1.5 1.3 0.8 1.3 0.6 6.5
檜原村 1.0 1.5 1.1 0.9 1.1 0.8 6.4
五日市町 1.0 1.0 1.0 0.5 1.0 1.0 5.5
八王子市 - - - - - - -
丹波山村 1.3 1.9 1.4 1.6 1.6 1.6 9.4
小菅村 1.1 3.9 1.4 2.0 1.6 1.3 11.3
大月市

七保町 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 0.6 5.6
富浜町 - - - - - - -

上野原町
西原 2.2 5.7 2.4 1.8 2.8 2.4 17.3
棡原 1.4 2.1 1.6 1.1 1.6 1.2 9.0

上野原 1.1 1.7 1.4 1.1 1.4 1.1 7.8
藤野町

佐野川 1.7 2.0 1.3 1.3 1.8 1.1 9.2

水系 都県　
市町村
（地区）

平均調理材料数
合計

多摩川

相模川

東京

山梨

神奈川



主な調理材料の地理的変異
6軸のポリグラフ、A：モチ、B：メシ、C：ダンゴ、D：マンジュウ、E：オ
コワ、F：カユ。



雑穀種数および調理材料数と地理的・経済的要因
との相関

要因1） 雑穀種数 調理材料数

1　調理材料数 0.947** -

2　バスの本数／日 -0.509 -0.374

3　国鉄駅より距離2） 0.468 0.199

4　標高3） 0.541 0.255

5　耕地面積 -0.495 -0.435
6　山林面積 0.072 -0.172
7　水稲栽培面積 -0.422 -0.268
8　トラクター所有戸数 -0.505 -0.305
9　農家人口 -0.579 -0.588
10農家の60歳以上の人口 -0.634 -0.675
11農家数 -0.559 -0.596
12自家農業150日以上
従事者数

-0.036 -0.065

13同上百分率 0.629 0.735*
14一戸平均耕地面積 0.070 0.251
15一戸平均山林面積 0.546 0.284
16専業農家百分率 -0.055 0.091
17一戸平均耕地面積 -0.329 -0.298
18一戸平均山林面積 -0.508 -0.614
19栽培雑穀種数 0.454 0.253
20雑穀／主穀
収穫面積比

0.477 0.255

21耕地面積維持率 0.577 0.749*
22同上農家あたりの維持率 0.429 0.611

説明：＊＊1%レベルで有意、＊5％
で有意（自由度7）。ただし、自由
度113で｜r｜＞0.25、1％レベル
で有意。1）要因1～4は1979年の
調査地、2）同5～15は1975年農
業センサス統計値、同16～20は
1950年世界農業センサス統計
値、同21～22は1950年に対する
1975年の統計値の比。2）国鉄駅
（現在JR駅）より、その地区の最も
遠い集落までの距離。3）地区内
の最も標高の高い集落と最も低い
集落の徒の平均高度。









ホームガーデン･プロジェクト

小菅村村人のキビ畑で防雀網張りの手伝い



表3 調査地域で収集した穀物など

収集年 1970-1988 1999-2005 合計

穀物名

アワ 22 10 32

キビ 11 10 21

ヒエ 7 1 8

モロコシ 3 5 8

シコクビエ 5 3 8

ハトムギ 0 1 1

トウモロコシ 1 1 2

イネ 0 1 1

ソバ 1 2 3

ダイズ 0 4 4

アズキ 0 2 2

エゴマ 0 1 1

合計 50 42 92

種子貯蔵庫に低温乾燥で条件保存している



表１ 作物栽培戸数と栽培目的

作物の栽培:

栽培している 200 (78.4%)

栽培していない 48 (18.8)

無回答 7 (2.8)

合計 255

栽培の目的: （重複あり）

自家消費する 190 （74.5%)

贈り物にする 90 (35.3)

自家販売する 5 (2.0)

地域の市場に出荷する 4 (1.7)

都市の市場に出荷する 0

その他 0

2005年7月調査、回収率２５．７％

今日の自給
農耕



表 ２．栽培穀物と栽培戸数

栽培穀物 学名 栽培戸数

アワ Setaria itarica (L.) P.Beauv. 12

キビ Panicum miliaceum L. 8

ヒエ Echinochloa utilis Ohwi et Yabuno 2

モロコシ Sorghum bicolor Moench 12

シコクビエ Eleusine coracana Gaertn. 3

ハトムギ Coix lacryma-jobi L. 1

イネ Oryza sativa L. 6

コムギ Triticum aestivum L. 3

オオムギ Hordeum vulgare L. 2

エンバク Avena sativa L. 1

トウモロコシ Zea mays L. 109

ソバ Fagopyrum esculentum Moench 51

センニンコク Amaranthus caudatus L. 1

その他 9



表４ イモ，マメおよび蔬菜類と栽培戸数

栽培作物 個別作物名（栽培戸数）

イモ類
ジャガイモ （１９３）、サトイモ （１５５）、サツマイモ （５１）、ナガイモ
（４８）、ヤーコン （２６）、その他 （８）

マメ類
インゲンマメ （１５０）、エンドウマメ （１０１）、ダイズ （８８）、アズキ
（５０）、ウズラマメ （１７）、ベニバナインゲン （６）、リョクトウ （３）、そ
の他 （８）

蔬菜類

キュウリ （１５７）、ネギ （１４７）、ダイコン （１４６）、ハクサイ （１４２）、
ホウレンソウ （１２２）、コマツナ （８３）、シソ （８３）、ニンジン （７５）、
キャベツ （７４）、ラッキョウ （７２）、シャクシナ （６５）、ノラボウ （６３）、
ワケギ （６２）、ショウガ （６０）、ゴボウ （５０）、ワサビ （３７）、ミズナ
（２５）、ニンニク （１３）、エゴマ （１３）、その他 （１７）

























調理材料の種類数

調理名
材料名
イネ水稲

モチ 〇 〇 〇 3
ウルチ 〇 〇 〇 3

イネ陸稲
モチ ● 〇 ● ● 〇 5

アワ
モチ ● 〇 〇 ● 4
ウルチ 〇 〇 2

キビ
モチ 〇 〇 ● 〇 4

モロコシ
モチ 〇 〇 2

ヒエ 〇 〇 〇 〇 4
シコクビエ 〇 〇 2
ソバ 〇 1
オオムギ 〇 〇 〇 3
コムギ 〇 〇 〇 3
トウモロコシ 〇 ● 〇 〇 4
サツマイモ 〇 1
ジャガイモ 〇 1
合計 8 9 6 9 4 6 42
〇　普遍的な調理材料、●調理の変法としてまれに使用される材料。

調理材料
数合計

メシ モチ カユ ダンゴ オコワ マンジュウ



奥多摩町水根

a；昔の食べ物を
食べる会（1977

年）

b；国立市民講
座との交流会（）

ｃ；インドからの
研究訪問

d；キビ餅、e；シ
コクビエの餅
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